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1. フランス経済の概観

ヨーロッパの中心
にある大きな国 主導的な経済国家

672,051
km²、日
本の面積
の約2倍

大西洋、
地中海、
北海への
アクセス

外資系企
業16,800
社（うち
日系企業
600社）

フランス経済は世界経
済第7位、GDP約469兆
円（2023年）

人口
6,800万
人、日本
の人口の
約半分

フランスは6
カ国と国境を
接している

雇用の
12% フランス

のGDPの
20%

フランス
の輸出の

30%
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1. フランスの経済見通し

不確実な世界における強靭な経済力

2023 年には +0.9% の成⾧
ドイツでは -0.3%

2024 年の予想は +0.7%
ドイツでは-0.2%

2025 年は +1.4% の予測
ドイツでは +1.3%

抑制されたインフレ
ヘッドラインインフレ
%、前年比
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1. フランスの重要な構造上の強み

ヨーロッパで2番目に
大きな市場

全欧5億人の消費者に
アクセス可能

120万人のエンジニアと科
学者

フランスの 25 ～ 34 歳の
50% が高等教育の学位を
取得しています
（ドイツでは 35%、
イタリアでは 28%）

時間当たりの労働生産性
ではドイツや英国を上
回っている

2021 年には 2,800 万の施
設が光ファイバーに接続

ヨーロッパでも最も安い
電気料金の一部
2022 年下半期の非家庭
消費者向けの KWh あた
り 0,1237 ユーロ
(対して、ドイツでは
0,1782 ユーロ、イタリア
では 0,3257 ユーロ)

優秀で生産性の高い大規模な労働力 高度に発達した
インフラストラクチャー

Direction générale du Trésor
Tokyo Tegional Economic

Department



1. フランスが受入れた海外直接投資の概要

フランスの純海外直接投資（FDI）ポジション（10億ユーロ）

フランスの海外直接投資

フランスの純海外直接投資

フランスにおける外国直接投資

ヨーロッパの比較: フランスはFDIを受け入れているヨー
ロッパ諸国の中で第1位にランクされている(ルクセンブル
ク、オランダ、アイルランドを除く)
海外直接投資残高 - 2022年末
10億ユーロ



2. フランスはどの
ようにして外国投
資家や起業家に
とって魅力を高め
ているのか
2017年から実施した
主要な改革

魅力アップ

1. 投資を促
進する新た
な税制環境

5.「フランス
2030」計画

4. エコロ
ジーの移
行の加速

3. 行政の簡素
化とフランス
国内の拠点設
立の促進

2. フランス
の社会モデ
ルの徹底的
な見直し



2. フランス政府の優先事項
「フランス2030」フラッグシップ
プロジェクト

マクロン大統領のグリーン産業プロジェクトは、以下によって持続可能な方法で
フランスを再産業化する野心的な計画

-グリーンテクノロジー開発のリーダーになる
-既存産業の脱炭素化

総投資額

540億ユーロ
5年以上

-「フランス 2030」投資計画には 2 つの目標

-技術革新と工業化を通じて経済の主要
セクターを持続的に変革

-フランスを明日の世界のリーダーとして
位置づける

50% は脱炭素化に向けて

50% はイノベーションに向けて
フランスのイノベーションエコ
システムを推進する新たなアフ
ターを通じて



3. フランスはパリの金融センターの魅力を
どのように高めてきたか
2017年から実施した主力改革

労働法の現代化 税制改革

資本税改革

法人税改革

海外駐在員に対
する税制改革

現在議会で審議中の追加法案

主な目玉施策：
複数議決権制度の導入


